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　ベルマーク活動を PR したり協力を呼びかけたりする
広報物の出来栄えを競う「ベルマーク便りコンクール」
は、9 月 30 日が応募締切（消印有効）です。入賞を逃
しても 2000 円の図書カードを贈呈します。ぜひご応募
ください。過去 1 年以内（2020 年 10 月 1 日～ 2021
年 9 月 30 日）に作成したものが対象です。新聞題字下
にあるベルマーク財団の住所で「ベルマーク便りコン
クール係」宛にお送りください。優秀賞 10 校に賞金 3
万円と額入り表彰状を、佳作・特別賞あわせて約 10 校
には各 1 万円と額入り表彰状を贈ります。賞に漏れた
団体にも、もれなく 2000 円の図書カードを贈呈します。
入賞校は 11 月に財団ホームページで発表します。

　東京五輪・パラリンピックで沸いた今夏、コロナ禍も
全国で空前の感染者を記録しました。新学期が始まりま
したが、皆さま、十分に気を付けてお過ごしください。
さて、ベルマーク財団は今年度、へき地校100校、特別支
援学校45校、4つの院内学級への支援を実施しました。
　へき地校支援はベルマークの原点です。へき地の学校
の教育環境を何とか改善してほしい、という先生方の願
いにこたえる形で 1960 年、今のベルマーク財団が作ら
れました。それから 3 年経った 1963 年、運動の成果
として、初めて 21 のへき地校にテレビを贈呈すること
ができました。
　以来、財団では毎年、へき地校への支援を継続してい
ます。その一方で1985年度からは、支援先に特別支援学
校も追加しました。さらに、災害で被災した学校にも
その都度、緊急支援を実施しています。1990 年度からは

NPO などを通じての、海外の子どもたちへの支援も始
めました。
　今年度、へき地校には希望の備品・教材（20 万円相当）
と朝日ジュニア学習年鑑を贈りました。特別支援学校の
うち養護学校には希望の備品・教材、盲学校には拡大読
書器、ろう学校には短焦点プロジェクター、院内学級に
はタブレットなどを送りました。
　支援の原資は、運動参加団体の日々の活動から生まれ
ています。ベルマーク預金を使ったお買いものの 10％
が自動的に財団に寄付され、これが支援金になります。

◇
　例年実施している海外の日本人学校については現在、
支援先を決める作業をしています。また発生から 10 年
以上が経過した東日本大震災の被災校への支援も継続し
ます。こちらも学校選定作業中です。
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北海道【へき地】函館市  戸井学園▽帯広市  広野小▽網走市  西が
丘小▽留萌市  港北小▽士別市  多寄小▽根室市  花咲小▽富良野
市  布部小▽厚沢部町  厚沢部中▽留寿都村  留寿都小▽泊村  泊
中▽幌延町  幌延小▽浜頓別町  浜頓別中▽佐呂間町  佐呂間中
▽湧別町  湧別小▽日高町  門別中▽新ひだか町  三石小▽新得町  
屈足南小▽足寄町  足寄中▽厚岸町  厚岸中▽標茶町  磯分内小▽
羅臼町  春松小【特別支援】函館市  函館高等支援学校
青森県【へき地】十和田市  四和中▽深浦町  いわさき小【特別支
援】青森市  青森第二養護学校
岩手県【へき地】宮古市  川井中▽八幡平市  田山小▽軽米町  小軽
米小【特別支援】久慈市  久慈拓陽支援学校
宮城県【へき地】登米市  津山中【特別支援】仙台市宮城野区  明和
学園いずみ高等支援学校
秋田県【へき地】羽後町  高瀬小【特別支援】秋田市  栗田支援学校
山形県【へき地】金山町  明安小【特別支援】鶴岡市  鶴岡養護学校
福島県【へき地】只見町  只見小▽葛尾村  葛尾小【特別支援】福島
市  聴覚支援学校福島校▽会津若松市  聴覚支援学校会津校▽郡
山市  県立聴覚支援学校▽いわき市  富岡支援学校、聴覚支援学
校平校 
茨城県【へき地】大子町  さはら小【特別支援】水戸市  水戸聾学校
▽笠間市  友部特別支援学校▽阿見町  霞ケ浦聾学校 
栃木県【へき地】日光市  足尾中【特別支援】宇都宮市  わかくさ特
別支援学校、県立聾学校 
群馬県【へき地】高山村  高山中【特別支援】前橋市  しろがね特別
支援学校、県立聾学校 
埼玉県【特別支援】さいたま市北区  大宮ろう学園▽坂戸市  坂戸
ろう学園 
千葉県【へき地】君津市  清和小【特別支援】千葉市緑区  千葉聾学
校▽市川市  筑波大附属聴覚特別支援学校▽船橋市  船橋特別支
援学校▽館山市  安房特別支援学校館山聾分校
東京都【へき地】大島町  つつじ小【特別支援】江東区  大塚ろう学
校城東分教室
新潟県【へき地】長岡市  上塩小▽上越市  安塚小▽佐渡市  前浜中
富山県【へき地】南砺市  利賀中
石川県【へき地】白山市  白峰小
福井県【へき地】福井市  国見小
山梨県【へき地】早川町  早川南小
長野県【へき地】飯田市  千代小【院内学級】松本市  寿台養護学校

（まつもと医療センター）
岐阜県【へき地】白川町  佐見中
静岡県【へき地】川根本町  本川根中
愛知県【へき地】豊田市  旭中【特別支援】名古屋市千種区  名古屋
盲学校▽岡崎市  岡崎盲学校 
三重県【へき地】鳥羽市  菅島小▽南伊勢町  南島東小【特別支援】
津市  県立盲学校【院内学級】津市  かがやき特別支援学校院内教
室（三重大附属病院）
滋賀県【へき地】大津市  葛川中【特別支援】彦根市  県立盲学校
京都府【へき地】亀岡市  別院中【特別支援】京都市北区  府立盲学
校高等部、府立盲学校幼・小・中学部
大阪府【特別支援】大阪市東淀川区  大阪北視覚支援学校▽同住吉
区  大阪南視覚支援学校
兵庫県【へき地】豊岡市  資母小【特別支援】神戸市垂水区  県立視
覚特別支援学校▽同中央区  市立盲学校▽同西区  西神戸高等特
別支援学校
奈良県【へき地】十津川村  十津川中【特別支援】大和郡山市  県立
盲学校
和歌山県【へき地】白浜町  三舞中
鳥取県【へき地】南部町  会見第二小【院内学級】米子市  皆生養護
学校（総合療育センター）
島根県【へき地】雲南市  掛合中▽吉賀町  蔵木小▽隠岐の島町  西
郷小
岡山県【へき地】鏡野町  富小▽吉備中央町  津賀小
広島県【へき地】庄原市  比和中▽世羅町  せらにし小
山口県【へき地】防府市  野島中【特別支援】山口市  山口総合支援
学校
徳島県【へき地】三好市  吾橋小▽美波町  伊座利小【特別支援】美
波町  阿南支援学校ひわさ分校
香川県【へき地】直島町  直島中【特別支援】丸亀市  香川丸亀養護
学校
愛媛県【へき地】上島町  岩城中▽伊方町  三崎小【特別支援】東温
市  しげのぶ特別支援学校
高知県【へき地】土佐清水市  下ノ加江小▽東洋町  野根中▽中土
佐町  大野見小▽津野町  東津野中【特別支援】高知市  日高特別支
援学校高知みかづき分校【院内学級】南国市  高知江の口特別支援
学校分校（高知大附属病院）
福岡県【へき地】新宮町  新宮中相島分校
佐賀県【へき地】伊万里市  山代西小【特別支援】唐津市  唐津特別
支援学校
長崎県【へき地】平戸市  生月中▽松浦市  青島小▽壱岐市  芦辺中
▽五島市  久賀小▽新上五島町  上五島中
熊本県【へき地】天草市  有明中▽小国町  小国中
大分県【へき地】日田市  前津江小▽佐伯市  宇目緑豊小
宮崎県【へき地】美郷町  南郷中【特別支援】宮崎市  みやざき中央
支援学校
鹿児島県【へき地】鹿屋市  輝北小▽西之表市  国上小▽曽於市  光
神小▽奄美市　芦花部小▽伊佐市  曽木小▽十島村  宝島小▽長
島町  蔵之元小▽天城町  北中▽伊仙町  犬田布中▽知名町  上城
小▽与論町  与論中
沖縄県【へき地】石垣市  平真小、大浜小▽宮古島市  城東中▽国
頭村  奥間小▽座間味村  阿嘉中【特別支援】北中城村  はなさき支
援学校

ベルマーク便りコンクール、締切迫る
9月30日消印有効

2021年度、へき地校・特別支援学校など149校を支援
すべての子どもたちに等しく学ぶ機会を

昨年度入賞したベルマーク便り

過去に支援したへき地学校や特別支援学校などから寄せられた、備品を活用している写真
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　総合スーパーのユニー（愛知県稲沢市）
などが集めたベルマーク約 190 万点が
8月25日、ベルマーク財団に贈呈されま
した。東北の子どもたちを応援するため、
ユニー本社やアピタ・ピアゴ 137 店舗、
UD リテール（横浜市）の MEGA ドン・キ
ホーテ UNY47 店舗で 1～3 月に買い物
客や従業員から集めました。
　贈呈式はコロナ禍のためユニー本社と、
収集に協力したキリンビバレッジ（ベル
マーク番号54）の本社（東京都中野区）を

リモートで結んで開かれました。両社は
東日本大震災の翌2012年から毎年マー
クを集めてきましたが、今回は商品キャ
ンペーンを実施するなど力を入れた結果、
前年の4倍の点数となり、10年間の通算
寄贈点数は1千万点を超えました。
　財団の小野高道常務理事は「居なが
らにしてできるボランティアとしてベル
マークが見直されたのならうれしい。
困っている学校のために大事に使わせて
いただきます」と感謝を述べました。

〈マーク寄贈者〉　7月 21 日～ 8月 20 日
　▼北海道　三浦順子　三河淑恵　伊藤貴美子
　大源洋治　髙橋明美　能戸美知子▼岩手県　
多田香織・水沢メイプル 4F サービスカウンタ
ー・フードパワーセンターバリュー水沢店・奥
州市民有志の方々▼宮城県　佐藤祐治　石森柚
妃　県立船岡支援学校高等部 JRC 委員▼秋田
県　戸嶋裕子▼山形県　内山幸江▼福島県　松
本晟弥▼茨城県　前野恵一▼栃木県　長岡花恵
　西島亜矢子　那須清峰高▼群馬県　鶴田良子
　藤原博志　匿名希望▼埼玉県　鮫島奈穂　長
島　水本忍　五十子真喜子　佐藤あずさ　藪陽
一　匿名希望▼千葉県　青木久美子　飯田久美
子　沢辺眞紀子　関田元子　熊澤辰也　ニタハ
ラマサコ　藤原知美　藤原塁　今関沙恵子　匿
名希望▼東京都　青木あづさ　青木美穂　青柳
税久　市川佳世子　大塚正志　㈱東芝営業推進
部一同　木野勇人　逆井由美　瀬戸山さおり　
高橋顕治　東京都ママさんバレーボール連盟　
ファミリマートアネックス豊洲店　富士通ビ
ー・エス・シー労組　堀澤淑江　森脇慎也　山
下美樹　㈲光洋　アンジェラ　㈱かんぽ生命保
険　㈱ジェー・シー・スタッフ　神田電業㈱　
近畿日本ツーリスト労組関東本部　クラブツー
リズム㈱エコースタッフ　小林順子　さうらべ
　谷川雄介　土屋祥江　日本基督教団小金井緑

町教会　福田奈那　森翔太　山田詩子　㈲トッ
プ電気グループ　浅香元美　稲葉小百合　今井
寧央・由香　大浦稜　川鍋奈月　協同組合日本
俳優連合　小林みすず　清水智可　武士由美　
太刀川忠良　立花朋宏　東京海上日動ファイナ
ンス㈱　フィールドエスコート hilolo 梅野ひ
ろみ　古川純子　細田　髙橋和子　安藤こころ
　川下英子　匿名希望▼神奈川県　イオンリテ
ール南関東カンパニー　川﨑由美　蔵田りえ　
佐伯光子　茂田るな　石黒琢一郎　上早予子　
円蔵中　佐藤梓美　遠山姫奈子　平川航　別所
静恵　ASA 二俣川・東戸塚西部　上村典子　
川村文男　土橋朋子　匿名希望▼新潟県　木村
博幸　神林印刷　地域密着型複合施設わしま　
坪川登喜子　大津真由美　髙橋京子　増田光枝
　匿名希望▼石川県　澤村清美▼長野県　匿名
希望▼岐阜県　杉山仁志　井貝未奈　匿名希望
▼静岡県　伊藤恵美子　県立横須賀高地域交流
活動部一同　斉藤歯科医院スタッフ・患者様一
同　鈴木早苗　畠中将也　星野さえ子▼愛知県
　奥村恵美子　堀部悦子　小林徳子　本平信明
　松浦寿代　レクサス昭和　稲垣寿美江　岩田
里香　松丸美和　山中剛　50 代女性　向山恵
▼三重県　中外製薬㈱津オフィス　㈱オンテ
ック三重店▼滋賀県　澤田勇輝　匿名希望▼
京都府　匿名希望▼大阪府　大郷淑子　岡村

ひろみ　㈱ドコモ CS 大阪端末センター一同　
参河江美子　寺川宏子　( 宗 ) 真如苑青年会　
bikeshopMIYASHITA　坂本恭子　大和ハウス
工業㈱　東住吉公園南矢田郵便局　前川陽子　
松尾靖子　㈱トヨタレンタリース大阪　吉永夏
子　前田佳子　匿名希望▼兵庫県　大谷眞智子
　御津小　山森好恵　福田登三枝　橋本章子　
吉田崇規▼奈良県　奈良市ボランティアインフ
ォメーションセンター　西吉野農業高▼鳥取県
　山根恵美子▼岡山県　長尾久美子　菱川真理
　匿名希望▼広島県　岩永　小倉▼山口県　木
船一宝　坂田由加里　匿名希望▼徳島県　匿名
希望▼香川県　大石敬子　堤すみれ▼愛媛県　
新宮公民館▼福岡県　武田綾奈　西南学院小　
小見田清美　富田徹　福岡市立姪浜中　平尾奈
津子▼長崎県　城美千子▼熊本県　県立南陵高
　九州労働金庫労組熊本支部▼大分県　イノウ
エヨシオ▼宮崎県　山下加奈▼鹿児島県　九州
労働金庫労組鹿児島支部　匿名希望▼沖縄県　
末継陽茉利　天藤博之▼無記名＝ 73 件

〈友愛援助申し込み〉　8月 1日～ 8月 31 日
　◆北海道　駒里小中（千歳市）◆東京都　小
平第六小（小平市）◆石川県　英田小（津幡町）
◆岐阜県　笠郷小（養老町）◆京都府　明倫小

（舞鶴市）

8 月
高木瀬小 佐賀市 7,047,546
東小 静岡県伊東市 5,009,388
柿ノ木台小 千葉県松戸市 4,064,714
小平第十五小　東京都小平市 2,900,219
金楽寺小 兵庫県尼崎市 1,002,291

　イオンリテール南関東カンパニー（浜
口好博支社長）は、協賛会社キリンビバ
レッジの協力を得て、約 35 万点を福島
県立小高産業技術高校に寄贈しました。
　東京・神奈川・千葉のイオン・イオン
スタイル計 65 店舗で収集したベルマー
クです。イオンでは 2012 年度から「イ
オン　心をつなぐプロジェクト」と題し
て東日本大震災復興支援に取り組んでお
り、今回の寄贈もその一環です。
　福島県南相馬市にある小高産業技術高

校で 7 月 15 日、贈呈式が開かれました。
コロナ禍に配慮し、横浜市にあるイオン
リテール南関東カンパニー事務所とオン
ラインで結んでの実施です。
　同校はこのベルマークで大型扇風機

（ビッグファン）2 台を協力会社のミズ
から購入しました。生徒会長の齊藤芽衣
さん（3 年）は「体育館で使用し、イベ
ント時の体調管理に活用します。ありが
とうございました」とお礼の言葉を述べ
ました。

　ユーモラスなサイエンスショーで知られる Dr. ナダレ
ンジャーの本「Dr. ナダレンジャーの防災実験教室」が
出版されました。地震による建物の揺れの違いや、地震
で液状化する地盤、そして雪崩について、楽しい実験を
もとに、優しく軽妙な語り口で教えてくれます。
　筆者は国立研究開発法人防災科学技術研究所（防災科
研）の理学博士、納口恭明さん。サイエンスショーのと
き、納口さんは金髪カツラ・派手なメガネ・付けヒゲを
使って変身します。それが Dr. ナダレンジャー。ベルマー
ク財団と防災科研が共催で実施する「防災科学教室」な
どの講師を務め、子どもたちに科学の楽しさ、災害の怖
さを伝えてくれています。本書では写真とイラストが豊
富に使われ、本物の授業さながらにナダレンジャーから

学ぶことができます。
　本には、おじいちゃんがナダレンジャーだと知った孫
で小学 3 年生の「かなた」さんが登場します。実際の
納口さんには 4 人のお孫さんがいますが、3 年生は女の
子と男の子。なので、どちらともとれる「かなた」とい
う名前を使ったとのことでした。大人が読んでも面白く
ためになる本ですが、あとがきで納口さんはこう書いて
います。「楽しそうに見える実験も、大きくするとこわ
い災害になることもわすれてはいけません。そのうえで、
どうそなえ、どう行動するかを考えてみましょう」
　対象は小学校の中学年以上。内容ごとにレベルの高さ
を★～★★★のマークで示してあります。絵：鈴木逸美。
子どもの未来社刊、1800 円＋税。

リモートで開かれた贈呈式＝ユニー本社で

キリンビバレッジが協力、オンライン寄贈式
ユニーが財団に190万点、10年累計は1000万点超 イオンリテール南関東カンパニー、福島の高校に35万点

ベルマーク寄贈者・友愛援助リスト（敬称略） 大台達成校

今月は2面構成で
お届けしました!!

小高産業技術高校の贈呈式会場。中央スーツ姿が金田洋一郎校長

Dr.ナダレンジャーの教室が本に
地震、液状化、雪崩……防災について考えよう

㊧表紙　㊨防災科学教室でのDr. ナダレンジャー


